
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体

【共創プラットフォーム】【実施主体】
庄原MaaS検討協議会・共創プロジェクトプラットフォーム

【共創パートナー】庄原商工会議所（商業）
備北交通株式会社（交通）
First train合同会社（商業）
庄原市シルバー人材センター（福祉）他

交通モード間の接続改善×拠点の多機能化×データ連携（デジタ
ル・フィジカル）
① 客貨混載×マルチエージェント交通接続実証運行事業
② MaaSステーションの開設・運営
③ シルバー人材センターを核とした地域活性化サポート事業
④ 「マルチエージェント交通接続」による利便性改善の水平展

開の可能性検討
⑤ 地域データの地産地消による連携の高度化を図る研究会の定

例開催

• 主に構成メンバーの自己資金や、外部連携先からの資金獲得により、
引き続き民間主導によりスピード感のある事業展開を行う。

• ②・③・⑤は事業期間終了後も継続して取組予定（自己資金等で
の実施を検討）。

• ①・④は既存の地域交通体系とも関わるため、地元自治体と連携・調
整し、実装のためのスキームを検討する。

中国山地の中央に位置する庄原市（人口3.2万人）は典型的な過
疎地で、人口減少・高齢化の進展が深刻。地域交通も地域経済も
将来が懸念される状況。

先進過疎地型・共創プロジェクト（広島県庄原市）

買い物・福祉×交通

運行エリア地図を挿入

①「客貨混載」×「交通接続」実証：庄原市比和地区
②MaaSステーション開設・運営：JR備後庄原駅前
③シルバー人材センター連携：庄原市域全域を対象
④「マルチエージェント交通接続」検討：庄原市域全域を対象
（比和地区・総領地区を重点検討
⑤地域データ研究会：庄原市域全域を対象

地図作成依頼


